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○ 平成２９年８月より、納付した保険料に応じた給付を行い、将

来の無年金者の発生を抑えていくという観点から、老齢基礎年金

等の受給に必要な保険料納付済期間及び保険料免除期間等を合わ

せた期間（以下「受給資格期間」という。）が「２５年」から

「１０年」に短縮されることとなりました。 

 

○ これにより、施行時に新たに受給権が発生した方からの請求が

大幅に増大することが見込まれるため、受給資格期間が１０年以

上２５年未満の方に対し、法施行前の平成２９年２月下旬から平

成２９年７月上旬にかけて順次、日本年金機構から年金請求書

（以下「期間短縮年金請求書」という。）をお送りします。（返

信用封筒は同封されません。原則、窓口での受付となりますが、

事務センターへの郵送も可能です。） 

 

○ また、平成２９年３月１日から年金事務所・街角の年金相談セ

ンター（オフィスを含む。）において期間短縮年金請求書の事前

受付を行います。日本年金機構では、「ねんきんダイヤル」によ

る予約相談の受付について、期間短縮年金請求書を送付する封筒

や、同封するチラシ等で積極的にご案内しており、対象者の方に、

年金事務所の窓口にお越しいただき、事前受付ができるよう、最

大限の準備をしているところです。 

 

○ また、全ての加入期間が国民年金第１号被保険者期間の方の期

間短縮年金請求書は市区町村においても事前受付を行っていただ

きます。老齢基礎年金の期間短縮年金請求書を事前受付する際は、

この手引きを参考としてください。 

 はじめに 

１ 



日本年金機構において期間短縮年金請求書に記入していただいた
内容及び持参いただいた添付書類に沿って下記の確認を行います。 
① 本人確認 
② 期間短縮年金請求書に印字された年金記録の確認 
③ 年金の受給状況及び雇用保険の加入状況の確認 
④ 配偶者・子についての確認 
⑤ 加給年金額に関する生計維持申し立ての確認 
⑥ 基礎年金番号と異なる手帳番号の記録の確認 
⑦ 住所の確認 
⑧ 振替加算に関する生計維持申し立ての確認 
⑨ 合算対象期間（カラ期間）の確認 

２ 

期間短縮年金請求書がお手元に届く 

期間短縮年金請求書に記入し、 
添付書類を準備する 

『ねんきんダイヤル』で相談の予約をする 

年金事務所へ訪問する 

年金事務所に 
期間短縮年金請求書を提出 

＜年金請求の基本的な流れ＞ 



 
・年金を受け取れる方を増やし、これまで納めていただいた年金保険料をなる

べく年金の受給につなげることを目的に、年金を受け取るために必要な受給
資格期間が25年から10年に短縮されました。 

 
※ 年金の額は、納付した期間に応じますので、10年の納付では受け取る年金額はその分少なくな 
  ります。 

 １．受給資格期間の短縮とはなんでしょうか？ 

＜ポイント＞ 

３ 

 年金請求のご案内のポイント 

必要な期間10年に短縮！ 

資格期間15年の人 

これまで 

平成29年 
８月１日から 

必要な期間25年 

資格期間15年の人 
受けとれない。 

受けとれる 
ようになった！  



＜ポイント＞ 
・日本年金機構が把握している年金記録において、年金の受給資格期間が１０年

以上２５年未満の方に、日本年金機構から期間短縮年金請求書を送付します。 
・期間短縮年金請求書の送付は、平成29年2月下旬～平成29年7月上旬にかけて、

年齢の高い方から順次送付します。 

 ２．窓口に来られる方の手元には、 
    どのようなものが届いているのでしょうか？ 

 ＜期間短縮年金請求書等の見本＞ 

 ＜期間短縮年金請求書の送付時期＞ 

封筒及び期間短縮年金
請求書の右上に 短縮 
と記載をしています。 

４ 

年金請求書が送付される方

※年金を受け始める年齢は男女で異なります

　 ① 2月下旬～3月下旬 大正15年4月2日～昭和17年4月1日生まれ

    ② 3月下旬～4月下旬 昭和17年4月2日～昭和23年4月1日生まれ

    ③ 4月下旬～5月下旬 昭和23年4月2日～昭和26年7月1日生まれ

昭和26年7月2日～昭和30年10月1日生まれ【女性】

昭和26年7月2日～昭和30年8月1日生まれ【男性】

昭和30年10月2日～昭和32年8月1日生まれ【女性】

大正15年4月1日以前生まれ

送付時期

（生年月日により異なります）

    ④ 5月下旬～6月下旬

    ⑤* 6月下旬～7月上旬

*国共済、地共済及び私学共済に加入した期間がある方は、生年月日に関係なく、⑤の時期にお送りします。 



 
・期間短縮年金請求書の     の部分に必要事項の記入が必要となります

ので、記入漏れがないか、ご確認をお願いします。 

 ３．年金請求書の記入欄の中で、 
                      注意する箇所はどこでしょうか？ 

＜ポイント＞ 

＜記入上の注意事項＞ 

５ 

■この記入例は、過去に国民年金と厚生年金に加入していた方が、会社に勤務しながら老齢厚生年金を請求

する場合のものです。 

■訂正する場合は、訂正箇所に二重線を引いて、訂正印を押印していただくよう、ご案内ください。（印鑑

をご持参いただいているか、ご確認ください。） 

■代理人の方が記入した場合は、署名欄に押印が必要ですので、ご確認ください。 

請求者が自ら署名する場合は押印
は不要です。 

通帳またはキャッシュカードのコ
ピーがない場合は、金融機関または
ゆうちょ銀行（郵便局）の証明を受
けていただくよう、ご案内ください。 
なお、次の場合は、金融機関または
ゆうちょ銀行（郵便局）の証明は必
要ありません。 
 
 ・預金通帳（貯金通帳）を持   
  参する場合。 
 ・①預金通帳（貯金通帳） 
  ②キャッシュカード 

③預金口座を明らかにできる金
融機関が発行する書類のコ
ピー 

  のいずれかを添付する場合。 
 ・インターネット専業銀行※ 
  等の場合には、口座番号の 
  わかる画面をプリントアウ 
  トしたもの等を添付する場 
  合。 

 ※インターネット専業銀行の中に 

   は年金の受取りができない銀行 
       もあります。 記入は不要です。 

＜期間短縮年金請求書１ページ＞ 

５ 



 ３－２ 

６ 

過去に加入したことの
ある制度の記号がすべ
て○で囲んであるか、
ご確認ください。 

＜期間短縮年金請求書３ページ＞ 

＜期間短縮年金請求書４ページ＞ 

期間短縮年金請求書３ページに
印刷されている期間以外に年金
加入期間がある場合は、こちら
の記入例に沿ってご記入いただ
くよう、ご案内ください。 

結婚等により改姓・改名
をしているときは、旧姓
名のご記入をご案内くだ
さい。 
旧姓が複数ある場合は、
余白に記入していただい
て構いません。 



 ３－３ 

7 

すでに障害年金、遺
族年金を受け取って
いる場合、または、
これらの年金の請求
手続きをしている場
合は、年金制度名・
年金の種類・年金証
書の年金コードをご
記入いただくよう、
ご案内ください。 

＜期間短縮年金請求書６ページ＞ 



 ３－4 

8 

＜期間短縮年金請求書８ページ＞ 

生計を同じくしてい
る配偶者がいる場合
は「はい」に○が付
いていることをご確
認ください。 
また、配偶者の氏名、
生年月日、基礎年金
番号、性別が記入さ
れているかご確認く
ださい。 



 ３－5 

9 

＜期間短縮年金請求書１２ページ＞ 

署名は必ず請求者ご
本人が行っていただ
く必要があります。 
本人が署名、押印が
出来ない場合は、代
理人が記名の上で、
ご本人の印章・印鑑
を使用して押印して
いただくよう、ご案
内ください。 

ご本人に代わり期間短縮
年金請求書を提出しても
らう場合は、１に○を付
けていただくようご案内
ください。 



 ３－6 

10 

＜期間短縮年金請求書１４ページ＞ 

住民票に登録されてい
る住所・生年月日が期
間短縮年金請求書１
ページ（本手引の５
ページ）の住所・生年
月日と同じであれば
「はい」に○がついて
いることをご確認くだ
さい。 
 
同じでない場合は「い
いえ」を○で囲んでい
ただき、期間短縮年金
請求書１ページの住
所・生年月日の訂正を
行っていただくよう、
ご案内ください。 

日本年金機構より送付
する、被保険者情報を
印字済みの請求書につ
いては、マイナンバー
や住基コードの記載は
不要です。 
ただし、送付される期
間短縮年金請求書を紛
失された場合や、白紙
の年金請求書を記載し
ていただく場合には、
マイナンバーの記載ま
たは住民票の添付が必
要となります。 



３．振替加算に関する生計維持の申し立てについてご記入ください。

　平成　    　年　   　月　　   日　　   提出

　（２）  （１）で「いいえ」を○で囲んだ方は、ご本人の年収がこの年金の受給権（年金を受け取る権利）が発生したときから、　
　　 　　おおむね５年以内に８５０万円（所得６５５．５万円）未満となる見込みがありますか。
　　　 　該当するものを○で囲んでください。

  はい　・　 いいえ

　該当するものを○で囲んでください。

（１）  ご本人（年金を受ける方）の年収は８５０万円（所得６５５．５万円）未満ですか。

機構確認印 （　　）印  はい　・　 いいえ

ア．健保等被扶養者（第３号被保険者）　　エ．義務教育終了前

イ．加算額または加給年金額対象者　　　 オ．高等学校等在学中

ウ．国民年金保険料免除世帯　　　　　　　 カ．源泉徴収票・所得証明等

年金事務所等の確認事項

　 ご本人（年金を受ける方）が配偶者によって生計維持されている場合

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 以下の２つの要件を満たしているとき、「生計
 維持されている」といいます。
　
　①生計同一関係があること
　   例）・住民票上、同一世帯である。
　　    　・単身赴任、就学、病気療養等で、住所
            が住民票上は異なっているが、生活費
            を共にしている。
　
　②ご本人（年金を受ける方）が収入要件を満た
　　 していること
　　　 年収８５０万円（所得６５５．５万円）を将来
       にわたって有しないことが認められる。

【生計維持とは】

＊ご本人（年金を受ける方）が自ら署名する場合は、押印は不要です。

   代理人等がご本人（年金を受ける方）の氏名を記入した場合は、押印が必要です。

印署名欄

証明日

証明者氏名

証明者住所

　 同一世帯でない場合で、生計同一に関する第三者の証明　が必要な場合
　 には、以下の欄に記入、押印のうえご使用ください。

平成　　　年　　　月　　　日

年金を受ける
方との関係

（第三者の証明時：事業主、家主、民生委員、町内会長など）

印

〒　　　　－

建物名

※

※　第三者には、民法上の三親等内の親族は含まれません。

 ３－7 

11 

＜期間短縮年金請求書１６ページ＞ 

請求者が自ら署名する
場合、押印は不要です。 
※代理人等が記入し  
   た場合は、押印が 
   必要です。 

年金 花子 年
金 

 



 ３－8 

12 

＜期間短縮年金請求書１８ページ＞ 

婚姻している方（過去
に婚姻したことがある
方）は「はい」に○が
ついていることをご確
認ください。  
「はい」とした方は質
問事項に回答が記入さ
れているかご確認くだ
さい。 

婚姻期間について請求
されるご自身の年齢が
記入されているか、ご
確認ください。 

配偶者の氏名等が記入
されているかご確認く
ださい。 
※期間短縮年金請求書
８ページ（本手引の
８ページ）にご記入
していただいている
場合は記入の省略可
能です。 

20歳以降60歳未満
の間に学生であった
期間がある方は「は
い」に○がついてい
ることをご確認くだ
さい。  
「はい」とした方は
質問事項に回答が記
入されているかご確
認ください。 

学生であった期間に
ついて請求されるご
自身の年齢が記入さ
れているかご確認く
ださい。 

申立書1枚に記載でき
ない場合は、白紙の申
立書のコピーや、別の
紙にて、期間の確認が
できる記録を残してく
ださい。 

期間短縮年金請求書の20
ページ（本手引きの13ペー
ジ）の意味です。 



⑤
　ア～ウに該当するものがありますか？
　　ア．厚生年金保険・船員保険・共済年金で一時金を受けたこと
　　イ．公的年金制度から障害年金または遺族年金を受けたこと

　　ウ．本人か配偶者が昭和61年3月以前に国会議員や地方議会議員であった期間があること

請求者氏名

代理人氏名

住所

請求者との関係

※代理人記入欄は代理の方が記入したときのみ記入してください。
代理人記入欄代理人記入欄

印印 ※自署した場合は押印は不要です。

注意事項

上記の質問欄のほかに恩給法による年金、執行官法による年金、旧令共済組合等による年金を受けてい
た場合や、国民年金の任意脱退の承認を受けた期間がある場合は年金事務所等窓口でご相談ください。

③
　海外に住んでいた期間がありますか？

海外に住んでいた期間をご記入ください。

帰化または永住許可を受けた時期をご記入ください。

注意事項を確認し記入したことを申し立てます。

④　
　外国籍である方（あった方）で帰化または永住許可を受けていますか？

　　　　１８ページの続き

（　　　　　）歳頃～（　　　　）歳頃まで

　　　　　　ア　　　　　　　イ　　　　　　　ウ

はい
該当する記号を○で囲んでください。

注意事項をご確認ください。

請求される方の署名または記名・押印をしてください。

連絡先電話番号 　　　　　　－　　　　　　－

〒　　　-　　　

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

（　　　　　）歳頃

印印 ※自署した場合は押印は不要です。

 ３－9 
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＜期間短縮年金請求書２０ページ＞ 

「はい」とした方は帰
化または永住許可を受
けた時期について請求
されるご自身の年齢が
記入されていることを
ご確認ください。 

20歳以降60歳未満の
間に海外に住んでいた
ことがある方は「は
い」に○がついている
ことをご確認ください。 

「はい」とした方は
ア～ウのうち該当す
る記号に○がついて
いることをご確認く
ださい。 

「はい」とした方は海
外に住んでいた期間に
ついて請求されるご自
身の年齢が記入されて
いるかご確認ください。 

「いいえ」の方は注意
事項をお読みいただい
たか、ご確認ください。 

請求者が自ら署名する
場合、押印は不要です。 
※代理人等が記入した 
   場合は、押印が必要 
   です。 

帰化した方、外国人で
永住許可を受けている
方は「はい」に○がつ
いていることをご確認
ください。 

年金 二郎 

子 

年
金 

 

年金  花子 

杉並区 ○○○○ 1-1-1 

090 ×××× ×××× 

168 0071 

期間短縮年金請求書の18
ページ（本手引きの12ペー
ジ）の意味です。 



 ４．期間短縮年金請求書には 
        何が添付されている必要がありますか？  

 
・期間短縮年金請求書に同封されているパンフレット（「年金の請求手続きの

ご案内」）に記載されている添付書類の準備が必要です。 

＜ポイント＞ 

14 

※本ページ中、 

  「3ページ」とあるのは、「本手引きの15ページ」と、 
  「4ページ」とあるのは、「本手引きの15ページ」と、 
  「5ページ」とあるのは、「本手引きの16ページ」と、 
それぞれ読み替えて下さい。 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ ※ 

※ 



 ４－２ 
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本手引の
8ページ 

本手引の
11ページ 

本手引の
7ページ 



16 

 ４－３ 

本手引の
8ページ 

本手引の
7ページ 

本手引の
10ページ 

年金の受取口座を確認するため、本手引きの５ページにもありますが、
通帳またはキャッシュカードのコピーや、期間短縮年金請求書への金融
機関の証明の取得についてご説明ください。 



 

 

 

予約はいつからできますか？ 

来訪を希望する日の１カ月前から前日まで受付しています。 

ご連絡の際は、基礎年金番号のわかる年金手帳や年金証書をご準備ください。 

 

高齢のため、年金事務所へ行くことが困難です。私の代わりに家族の者が年金

事務所で手続きすることはできますか？ 

ご家族の方がご本人にかわって年金の手続きをしていただくことができます。

代理の方が年金の手続きをする場合には、ご本人からの委任状が必要です。 

○相談窓口にお持ちいただくもの 

・本人からの委任状（本人が署名のうえ押印したもの） 

・本人の印鑑 

・代理人の本人確認ができる書類（運転免許証など） 

○委任状の様式 

 年金請求書の中に委任状の様式がありますので、ご活用ください。 

 なお、委任状は記載項目をもれなく記入し、必ずご本人が署名のうえ、押印

してください。 

 

※ 詳しくは「ねんきんダイヤル」へお問い合わせください。  

Q１ 

Q２ 

A１ 

A２ 

よくあるご質問にお答えします 

Q１ 

０５７０-０５-１１６５ 

◎窓口での手続きには、予約相談をご利用ください。 

お申し込みは「ねんきんダイヤル」へ！ 

月 曜 日  午前８：３０～午後７：００ 

火～金曜日  午前８：３０～午後５：１５ 

第２土曜日  午前９：３０～午後４：００  

  ＊月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に午後 7：00まで相談をお受けします。 

＊祝日（第２土曜日を除く）、12月 29日～1月 3日はご利用いただけません。  

 

 ○ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからでも、市内通話料金でご

利用いただけます。ただし、一般の固定電話以外（携帯電話等）からおかけになる場合は、通常

の通話料金がかかります。  

 ○「０３－６７００－１１６５」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。  

 ○「０５７０」の最初の「０」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっているケースが

発生していますので、おかけ間違いにはご注意ください。  

 ○月曜日など休日明けや、お客様のお手元に通知書が届いた直後(５日程度)は、電話がつながりに

くくなっております。週の後半と月の後半は、つながりやすくなって おりますので、どうぞご利

用ください。  

 

 

 
以下の内容を、厚生労働省及び日本年金機構にて、広くご案内しています。 
 
・期間短縮年金請求書は、添付書類とともに年金事務所や街角年金相談セン

ターの窓口に提出してください。 
  
 ※ 国民年金の第１号被保険者期間のみを有する方は市町村の窓口でも手続きができます。 
 

・相談窓口の混雑が予想されるため、年金事務所でのお手続きの際には、予約
のうえ来訪してください。 

 （予約の申し込み：ねんきんダイヤル 0570-05-1165 ） 

（参考）「予約相談」をご案内しています 

＜ポイント＞ 

○予約相談希望日の１カ月前から前日まで受付しています。

○ご予約の際は、今回送付した年金請求書をお手元に準備してください。

○お近くの年金事務所でも受付しています。

予約

ご予約すると･･･

①スムーズに相談できます！

②相談内容にあったスタッフが事前に準備
のうえ、丁寧に対応します！

予約の申し込みは「ねんきんダイヤル」へ！

０５７０－０５－１１６５

＊予約相談の実施時間帯は、８：３０～１６：００（月～金曜日）です。

ご相談・お手続きの際は

相談窓口の混雑が予想されます

のうえ来訪願います

17 



 その他のよくあるご質問 

Ｑ１ 年金はいつから受けられるのですか？ 
 
Ａ１ 今回の改正は平成29年８月1日から施行されます。施行日時点で年金加入 
   期間が10年以上ある65歳以上の方や年金加入期間が10年以上あり、厚生 
   年金保険の加入期間が1年以上ある60歳（男性62歳）以上65歳未満の方 
   は、施行日に老齢基礎年金や特別支給の老齢厚生年金などの受給権が発生 
   します。また、施行日以後に受給要件に該当した方は該当した日に受給権 
   が発生します。 
   年金は受給権発生日の属する月の翌月分から受けられます。年金のお支払

いは原則偶数月です。 
   平成29年8月1日に受給権が発生する方への最も早いお支払いは平成29年 
   10月（9月分をお支払い）です。 

Ｑ２ どのくらいの年金が貰えますか？ 
 
Ａ２ 老齢基礎年金の年金額は保険料を納めていただいた期間や免除の期間に 
   よって決まるため、お一人お一人で年金額が変わります。 
   また、老齢厚生年金についても個々のお客様の過去の標準報酬額に応じて 
   年金額が変わります。 

Ｑ３ 年金の請求手続きは本人が年金事務所へ行かなければならないのですか？ 
 
Ａ３ ご本人が窓口においでになれないときは、代理人に手続きを委任されたこ

とを証明する委任状を提示いただくことで、お手続きをしていただくこと
ができます。 

Ｑ４ 期間短縮年金請求書が届いてからいつぐらいまでに手続きを行えばいいの
ですか？ 

 
Ａ４ 今回の制度改正により新たに老齢基礎年金などの受給権が発生する方がた

くさんおられます。期間短縮年金請求書を平成29年2月下旬～平成29年7
月上旬まで順次お送りすることで、年金事務所などの窓口の混乱を少しで
も緩和したいと考えています。期間短縮年金請求書をお受取りになられた
ときは必要な書類などをご用意いただき、できるだけお早目にお手続きを
していただけますようお願いします。 

Ｑ５ 期間短縮年金請求書が届きませんがどうしたらよいですか？ 
 
Ａ５ 送付予定時期が過ぎてもお手元に期間短縮年金請求書が届かない場合は、

お手数ですが「ねんきんダイヤル（0570-05-1165）」にお問い合わせい
ただきますようお願いします。 
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